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◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会貝 56名 出席42名

出席率 75妬

前回 5jJ19[1 (修正出席率)98.25%

◇ビジター紹介 6名

◇お誕生日祝福

石田君(5/27）、原潜（5/28)、浅井君(6／1）、

黒須君(6/1)

◇ニコボックス

松居敬二君15RC麻雀会で30等賞をいた

だきました。早退させていただきます。

和田正敏君スピーカー林博史先生を

御紹介申し上げます。

太田茂君菅原宣彦君早退fl]し訳あり

ません。

宮尾紘司君5/23株式会社アンサーを設立

しました。よろしく。

青山敏郎君伽回欠席で申し訳ありません。

秋山茂則君新美敢君早退します。
水野民也君会場バッチを忘れ紳郡に注意

されました。ありがとう。

原富士雄君誕生口祝い。結蟠記念日祝い。

石田耕嗣君、浅井誠寿君、黒須一夫君
誕生日祝い。

佐野 寛君結婚記念日祝い。

◇青山幹事報告

1． 本日例会終了後、理事役員会を開催いた

しますので、理卵役員の方は2F慨の間に

お集まりドさい。

2． 次年度各委員会の委員長の方は、次年度

クラブ計仙i課資料をお持ち帰りドさい。

◇加藤(敏)会長挨拶

本口は、棚の免疫治療についておi活し申し

上げますが､猟に対するこの考え方は、極く最

近の事で、知識の浅い私には猫が免疫によっ

て治療出来るとは、想像も付きませんでした。

免疫学に加えて遺伝学が識ぜられると非幣に

理解しにくく私も充分理解しているとは言え

ませんが、高等学校で使用される生物の参考

番を開いて見られたら、1959年ノーベル医学
生理賞に輝いた{DNA」二重鎖説がのって

いるはずです。その周辺をお読みになったら、

ある麗度の顎は、御蝿解出来ると思います。

非常に分かり易くお話しすれば、自分自身に

もっていない物質が体内に侵入する、これを
抗原と申しますが、この抗原に対し生体内で

は、抗体が産生されます。この過程は、非常

に複雑で、猫細胞により、侵された個体はこ

れに対しリンパ系由来の抗体が発生し、猫細

胞を抑え付けようとします。しかしながらこ

れは、広範に進行した猫には有効とは言えず、

術後に抗猫剤と共に使用されていますが、明

らかな癌細胞の迩残あるいは、巨大な郷iに対

しては、全く雌効です。免疫療法も外科的根

治手術が行われない場合には、前々から申し

‐上げている通り、いかなる治療方法を用いて

も、単なる永命効果を期待しているに過ぎま

せん。私見ですが手術的操作にも限界があり

ますので、将来仮に猫が地球上より消滅する

ことがあるとするならば、 『モノクロール抗

体』に抗癌剤をもたせ、猫細胞を破壊する薬

物療法がもっとも期待されるような気がして

なりません。 1個のリンパ球は、 1睡類の抗

体しか作りませんがこれをrモノクロール抗

体Jといいます。これが色々作成され、緬々
の猫組織、親和性のものが発見されれば、

その前途は非常に明るくなってくると思いま

す。

◇講 演

“心臓について”

名古屋大学第一内科

林 博史氏

（紹介和剛君）
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疾患になる頻度は、各々7．3妬、 4．1％で余

り差が顕著ではないのに対して、斐が梗塞と

なった場合とそうでない場合で、夫が冠動脈

疾患になる頻度は、各々26筋と16妬で大きな

差が生じます。食生活を含めた環塊因子の重

要性が分かります。

従来言われていた危険因子も、それらがよ

り多く、また高庇の異常が組み合わさる程、

それらの相剰効果で、梗塞になる確率は、驚

く程増大します。例えば、高血圧があるだけ

で、他には異常がない人に比して、高血圧、

高コレステロール血症、糖尿病、タバコ、心

臓肥大のある人は、60倍もの危険をはらんで

います。 1つでも危険因子を減らすことが必

要です。

冠動脈疾患を防ぐには、以上のような危険

因子を減らす努力と共に、連勤の効用が叫ば

れています。その煎類としては、ダイナミッ

ク連動（ジョギング、水泳、縄とび、ラジオ

体操）の方がスタティック運動（鉄棒、腕立

て伏せ、ボディービル）より好ましい連動と

されています。

これらの運動を毎日20～30分実施する人は、

全くしない人(こ比して、65才以上の人では、

100人当りの死亡者数が、 10～20人少ない

ことが認められています。

また、ワインを多く飲用する国々（フランス、

イタリス西ドイツ等)の方が､そうでない国々（ア

メリカ、フィンランド、スコットランド等)に比して､冠

動脈疾患による死亡率力抵いことが分っています。

大いに運動をして、ワインと人生に乾杯11

◇5月度理事役員会議題

1．橋本義郎君退会の件

退会届の提出を承認。

2．本年度最終例会（6/30）の件

ワイン試飲会の立食パーティ。

希望者は夫人同伴可。

3． ロータリー戯の件

今年度1枚とし次年度1枚追加。

4． その他

ボンベイ市中央地区RCより「世界の人
形」展示会の参加依頼があり、当クラブ希

望者より人形の寄附を受付ける班を決定。

◇例会変更のお知らせ

名古屋守山RC6/13出皿S,Mの為、㈱円庄

にてPM6;00より

◇次回例会（6月2日）

識演 ‘‘ライフラインの震害と地盤”

名城大学理工学部教授

堀内孝英氏 （紹介鷲野君）

◇次々回例会（6月9日）

識演 ‘､企業の活性化”

㈱セントラル経営センター取締役企I面部長

高岸義昭氏 （紹介渡辺君）

杜

心臓は一生に30億回以上打ち続ける強靭な

臓器ですが、この病気での死亡率は近年著し

い増加の一途をたどっています。

特に心筋梗塞の増加は恐るべきものがあり、

日本ではこれによる死亡率は、1960年に年間

2万人（26分に1人の割合）だったのが､1977

年には6万人（8．8分に1人）、1985年には

8万人（6．6分に1人）と墹加しています。

一方アメリカでは、各々72万人（44秒に1人）

56万人（1分に1人）、48万人（1．2分に1

人)と減少しています｡従って､日米の死亡率の比
率は､1:36,1:9,1:6と格差が縮まっています。

こうした傾向の生じた大きな原因の1つは、食習

慣の差と考えられます。即ちアメリカでは、

ミルク、バクー、卵、動物脂肪の消費が10～40

妬減り、植物脂肪、魚のそれが各々58妬、 23

％増加しました。日本では、これと逆の傾向

が見られます。心筋梗塞の恐ろしさは、その

勝負の速さにあります。欧米の統計によれば、

心筋梗塞による全死亡者の50弱の人が亡くな

るまでの時間（死亡時間I-|-'央値）は1時間54

分といわれます。救急体制の充実の必要性が

叫ばれるゆえんです。

狭心症、心筋梗塞の危険|勤子は多数ありま

すが、主なものは高コレステロール血症、高

血圧、喫煙、糖尿病、肥澗、痛風、年齢、家

族歴、性、などです。妓近は、これに加えて、

HDL(善玉）コレステロールの低値、タイ

プAの人格なども関連することが分かってき

ました。タイプA人格とは、短気、強い競争

心、猛烈に努力、のめり込む、敵意、強い語

気、吸気、顔筋のケイレン、ケンコツを握り

しめるなどの特徴を持ち、その反対のタイプ

Bの人に比して、男女共に8年間の経過観察

で約2倍の冠動脈疾患（狭心症、心筋梗塞）

の発生率が認められました。

また年齢については、以前は心筋梗塞は高

齢者の病気と考えられていましたが、欧米で

も、我国でも若年化傾向があり、父子共に冠

動脈疾患を樅った数-'一組の人達の発症年齢を

比較した所、息子の方が父親より平均13才早

く、発作が起こっていることが分かりました。

夫婦間の危険因子については、夫が梗塞に

なった場合とそうでない場合の、妻が冠動脈
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